
　

第
70
回
文
化
財
防
火

デ
ー
に
伴
う
防
火
訓
練
が

1
月
28
日
、
国
指
定
重
要

文
化
財
「
旧
伊
達
郡
役

所
」
で
開
か
れ
、
町
消
防

団
や
一
般
参
加
者
ら
約

1
3
0
人
が
訓
練
に
参

加
し
ま
し
た
。
1
月
26
日

の
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
当

訓
練
。
旧
伊
達
郡
役
所
の

2
階
バ
ル
コ
ニ
ー
付
近
か

ら
火
災
が
発
生
し
た
こ
と

を
想
定
し
、
避
難
誘
導
や

通
報
、
消
防
署
・
消
防
団

に
よ
る
放
水
訓
練
が
行
わ

れ
、
消
火
体
制
を
確
認
し

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
参

加
者
に
よ
る
消
火
・
放
水

体
験
な
ど
も
行
わ
れ
、
地

域
の
防
災
・
防
火
の
意
識

向
上
を
図
り
ま
し
た
。
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町
の
誇
り
を
火
災
か
ら
守
る

第
70
回
文
化
財
防
火
デ
ー
防
火
訓
練

1_ 町消防団員による旧伊達郡役所への放水　
2_ 初期消火の要となる消火器の正しい使用方
法を訓練　3_ 訓練には、消防署や町文化財保
護審議会・保存会、町女性防火クラブ、周辺
町内会の皆さんが参加　4・5_ 伊達地方少年
少女消防クラブの皆さんも放水訓練を体験

　

町
女
性
消
防
隊
に

よ
る
防
災
教
室
が
1

月
26
日
、
醸
芳
幼
稚

園
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

教
室
で
は
、
火
事

が
起
き
た
と
き
の
行

動
に
つ
い
て
覚
え
て

ほ
し
い
こ
と
を
テ
ー

マ
に
、
ク
イ
ズ
を
出

題
。
火
事
が
起
き
た

ら
「
火
事
だ
！
」
と

大
声
で
周
り
の
人
に

知
ら
せ
る
こ
と
や
火

みんなで確認！火災予防
女性消防隊による幼稚園防災教室

▶��

隊
員
の
掛
け
声
に
元
気
よ
く
返
事

を
す
る
園
児
た
ち

よ
り
煙
の
広
が
り
が

早
い
こ
と
、
服
に
火

が
つ
い
て
し
ま
っ
た

と
き
の
対
処
法
な

ど
、
実
演
を
交
え
な

が
ら
み
ん
な
で
考
え

ま
し
た
。
園
児
ら

は
、
火
の
怖
さ
を
想

像
し
な
が
ら
、
元
気

よ
く
ク
イ
ズ
に
答
え

た
り
、
掛
け
声
を
か

け
た
り
、
隊
員
と
一

緒
に
火
災
予
防
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

4
　

町
は
、
社
会
情
勢
の
変
化

に
対
応
し
、
新
時
代
に
お
け

る
生
涯
学
習
の
指
針
と
し
て
、

「
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画

（
第
３
次
）」
を
策
定
し
ま
し

た
。
策
定
に
あ
た
り
、
昨
年

２
月
に
実
施
し
た
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
や
外
部
の

推
進
会
議
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
三
瓶
千
香
子
教
授
（
桜
の

聖
母
短
大
）
の
意
見
を
ふ
ま

え
、“
つ
ど
う
”“
ま
な
ぶ
”“
む

す
ぶ
”
の
３
つ
を
柱
に
基
本

計
画
を
取
り
ま
と
め
、
令
和

６
年
度
よ
り
、本
計
画
に
沿
っ

た
各
種
事
業
の
推
進
を
図
り

ま
す
。
計
画
の
詳
細
は
、
教

育
文
化
課
、
イ
コ
ー
ゼ
・
地

区
公
民
館
の
他
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

▶�

学
び
の
要
素
が
結
実
し
一
本
の
大
樹

（
ま
ち
づ
く
り
）
へ
つ
な
が
っ
て
い

く
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
た
表
紙

地
域
で
見
守
る
体
勢
づ
く
り

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

▶�

認
知
症
の
人
へ
の
対
応
を
各
グ

ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
し
た

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
、
睦
合
小
学
校

6
年
生
を
対
象
と
し
た
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
が
1
月
19
日
、
同
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
認
知
症
の
症

状
な
ど
を
学
び
、「
こ
ん
な
時

は
ど
う
声
を
か
け
る
？
」
な

ど
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い

な
が
ら
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

最
後
に
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証

で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
な

ど
が
配
ら
れ
、
キ
ッ
ズ
サ

ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
た
児
童
た

ち
。「
認
知
症
は
物
忘
れ
だ
け

で
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
」

「
困
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
た

ら
優
し
く
接
し
た
い
」
と
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

新
時
代
の
生
涯
学
習
指
針

生
涯
学
習
計
画
（
第
3
次
）
策
定

　

令
和
５
年
度
の
ふ
る
さ

と
納
税
は
、
令
和
６
年
１

月
末
時
点
で
前
年
度
実

績
（
１
億
４
、３
６
８
万

円
・
８
、１
８
２
件
）
を

上
回
る
２
億
１
５
７
万
円

（
１
０
、６
１
４
件
）
の
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
き
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
頂
い
た
寄
附

金
を
寄
附
者
の
意
向
に

沿
っ
て
、
給
食
費
保
護
者

負
担
軽
減
事
業
や
入
学
祝

い
制
服
支
給
事
業
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
活
用

し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
応
援
を
力

に
、「
住
み
続
け
た
い　

住
み
た
い
ま
ち　

桑
折
」

の
実
現
に
向
け
、
各
種
施

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

た
今
年
度
の
主
な
事
業

（
1
0
0
万
円
以
上
）
は
、

次
の
通
り
で
す
。

問
総
務
課 　

財
政
係

☎
5
8
2　

2
1
1
1

多くのご寄附をいただきました
令和5年度ふるさと納税

▲幼稚園・小学校・中学校の給食費無償化

事業の種類 活用事業 充当額（千円）
教育 給食費保護者負担軽減事業 34,000
教育 学校 ICT支援員配置業務 1,500

町長おまかせ 伊達桑折 IC周辺道路整備設計業務 8,000
町長おまかせ 入学祝い制服支給事業 5,400
農業振興 献上桃 30周年記念献上桃の郷元気応援事業 3,400
社会福祉 献上桃の郷おでかけパス利用助成事業 5,400

▲�町ホームページ
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NE
WS pick up まちのニュース


